
シリーズ・編集部座談会《こんな話＆あんな話》

　　　  収束の気配が見え難い《新型コロナウィルス騒動》
　　　  準備が整った会社には逆に成長の機会でもある !?②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【出席者＝本紙編集部一同】

記者Ｄ　ブレーンストーミングというのは、私たちの
世代には馴染みのあまりない言葉なのですが（笑）、
それはどういう手法ですか？
記者Ｃ　ブレーンストーミングというと分かりにくい
かもしれないけど、正式にはブレイン・ストーミング
だよね。ブレインの語源は「脳」で、ストーミングは「嵐」
だから、息もつかせぬほどに、思いつくままに頭に浮
かんだアイデアや発想のタネを、無制限に出し合うと
いうような形式の意見交換－－ということじゃないか
な。
記者Ｂ　概ねの意味は、そんなことでしたよね。そし
てその場合に大事なのは、その場で出た他人の意見や
アイデアに対する批評や批判はしないということ。批
判がはじまると、自由な発想が途切れてしまいかねな
いからね。それから社内の肩書とか年齢や経験の差な
んてことは無視して、とにかく、頭のなかに浮かんで
くる、湧き上がってくる発想のタネをどんどん出し合
うことが重要だった。
記者Ａ　長幼の序を重んじる日本人には、無理なタイ
プの会議手法だともいわれたけど、最近の若手社員の
「ため口主義」がこういうときに役立つかも（笑）。
記者Ｂ　まぁ、言葉遣いとかには最低限の礼儀はあっ
たほうがいいと思うけど、とにかくキャリアの浅い深
いとか、経験が豊富か乏しいか、なんてことについて
も遠慮せず、「こんなの、どうでしょう？　これはど
うですか？」と積極的に発言していく姿勢が肝です。
記者Ｄ　若手社員には上司や先輩にも遠慮しない姿勢
が求められるとして、重要なのは先輩や上司がそうい
う若手社員に「生意気だ」というような気持ちをもた
ないこと。そのほうが難しいのでは？（笑）
司会者　それはあるよね。日本の上司や先輩はすぐ、
若手社員の「ため口」を潰しにかかるような傾向があ

☆社員総出のブレーンストーミングで改革を !?
司会者　先週の座談会では、新型コロナウイルス禍と
いう未曾有の危機のなか、これまでとは違う働き方を
否応なく求められるという新たな経験をしつつある今
だからこそ、従来は無理だと思われていた電気設備工
事業界や建設業界などの「働き方改革」が、逆に進む
のではないかというような話題を主に話し合ったね。
記者Ｃ　そうでした。つまるところ、そのような形で
結果的に得られた発想の転換を、どのようにカタチに
していくか、ですよね。
記者Ｄ　そのあたりの対処の仕方に、経営者のみなさ
んの手腕がいろいろな意味で問われるし、それこそ、
アフターコロナの時代の生き方が決まってくる。
記者Ａ　まぁ、「言うは易し」でね（笑）。自分たちは
簡単に「経営者の手腕が問われる」なんていっちゃう
けど、問われるほうの経営者のみなさんは、大変です
よ。すべてが自分の肩にかかっているみたいになっ
ちゃうと……。
記者Ｃ　こういう未曾有の時期だからこそ、自分たち
の会社がどうやってここを乗り切り、新たな発展のカ
タチを見つけていくべきかということを、社員みんな
で話し合ったり、意見交換したりするのもいいんじゃ
ないですかね。経営者だけに判断基準を委ねてしまう
のではなく。
司会者　うん、それはいえているよね。最終の決断は
経営者がするにせよ、未曾有の経験に対処するのには
肩書や経験を乗り超えた、従来の「シバリ」にとらわ
れない、むしろこれまでなら「非常識」とされかねな
いような発想の転換が必要かもしれない。
記者Ｂ　ふた昔前ぐらいに流行ったブレーンストーミ
ングを、小さな会社であれば社員全員でやるというの
もいいかもしれません。
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少しずつ絞って、最後は老若男女の代表が一堂に会し
て、最終的なブレーンストーミングをやっていくとい
うのもいい。
記者Ａ　つまりはトーナメント戦みたいな？
記者Ｃ　そうそう（笑）。ま、カタチはともかく、そ
のようなことを繰り返すうちに、会議となれば年齢や
経験などに関係なく、「みんなが自由な発言をするの
が当たり前」というような社風が少しずつでもできて
いくと、風通しがよくなるよね。
司会者　だから働き方改革なんてのも、国にいわれた
から国のいう通りのことをしなければならない理由な
んてのも、本来は何もないんだよな。
　一日の労働時間や残業時間、それが月単位になり、
年間単位になるとどれぐらいかというような目安は、
国が呈示するにしても、それ以前の問題として、社員
が自由にモノをいえて、それが道理の通った意見であ
れば会社がスムーズに吸い上げていくというようなシ
ステムができれば、働き方改革は自然にできていくん
じゃないかな。
記者Ｄ　本来はそうなんでしょうけど、そうじゃない
ケースが世の中には多すぎるから、国もあれこれいい
たくなるのかもしれませんね。
司会者　おお、確かにそうだ！　編集部でいちばん若
手のＤ記者にそういわれて、いちばん年嵩の自分が素
直に「その通りです」と反応するところが、ウチの会
社の風通しのいいところだね（笑）。
記者Ｃ　まぁ、いずれにせよ、新型コロナウイルス禍
はまだ当分、収束しそうもありません。私たちの日常
生活の様式もそれによって変わっていかざるをえない
のはもはや自明です。ということは働き方から何から
変わっていかざるをえないのも道理です。生活面の新
社会様式と仕事上の新社会様式ではズレる部分も多々
出てくるでしょうけど、生命の大切さ、健康の大切さ
は何よりも優先されるという共通認識が生まれたのも
事実ですよね。
司会者　そうだね。何のために働くのかということの
原点が、そこにはあるはずなんだ。それを忘れずに新
しい様式の働き方を、我々はみんなの力を合わせ、構
築していかないとダメだということだよね。

るからな（笑）。そういうことで議論がストップしたら、
ブレーンストーミングをする意味がなくなっちゃう。
若手社員は「遠慮しない」、先輩や上司は「怒らない」
というのが、基本だよ。
記者Ｂ　ストーミングが昔、流行ったときの様々な企
業での「され方」というのは、そういうことをたまには、
あえてやったほうがいいよ、というような感じでした
よね。あまり身についていなかった（笑）。
司会者　うん、そうだったね。だから社員の自由な発
想を重視する会社というのは、どちらかというと「目
安箱」みたいな感じで、社員からの投書形式のアイデ
ア募集みたいな形が多かった。社内改革に社員の意見
を反映しようとする場合には、ね。
記者Ａ　実際、そういう方法で社員の「考える力」を
醸成し、それを業績アップに結び付けていった企業も
珍しくありませんでした。
　でも、今この状況だからこそブレーンストーミング
が必要だというのも、すごくよく分かりますよね。た
とえば、ですけど、新型コロナウイルス禍のために社
員研修も自宅で受けたりしなければならなかったとい
うような、それこそ未曾有のカタチで入社してきた若
手社員のホットな意見を（笑）、上司や先輩への遠慮
が出ないうちに聞くというのもいいかもしれません。
司会者　周囲への忖度が生まれないうちにね（笑）。

☆新生活様式は働き方の新様式にも通じる
記者Ｂ　ウチのこの編集部座談会もまた、ブレーンス
トーミングに近いですよね。社員が数人で、先輩も上
司もないような陣容だから成り立っているのかもしれ
ませんけど（笑）。
記者Ａ　そうそう。社員総出でやるといっても、何十
人、何百人のブレーンストーミングというのは、考え
にくいよね。思いついたらすぐいえるというのは、10
人以下ぐらいの規模でないと難しいかも。
司会者　少なくとも社員の総数が数十人以上の場合、
ブレーンストーミングは 7～ 8 人単位で分割したほう
がいいかもしれない、最初はね。
　そしてそこで出た意見を携えながら各ブレーンス
トーミングの代表を 2 人ずつぐらい選び、会議の輪を
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